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ジャガイモは南米高地原産のナス科植物で、今日、日本全国において広い地域で生産されて
いる

L2)。 本農場でも年二作あるいは三作で毎年 1～ 2ト ンのジャガイモを栽培して
いる。タネイモは、

購入したものを使用するほか、購入したタネイモから栽培したイモから選別して使月Jし
ている。本農

場ではおおよそ50g～ 120gを S区 、120g～ 250gを N/1区、250 g tt LをL区 として出荷し
ている。し

たがって、商品価値のない50g以 下のイモをタネイモに使うことが出来ればより経済的と思われる。

25～60gの 範囲のタネイモを用いる限り、大きさが収主に及ぼす影響はほとんど度外祝し
てよいとの

報告もある。ここでは本農場での栽培においてタネイモの大きさの連いが収穫高
に及ぼす影響につい

て、1995年の春作と秋作の 2回 調査をした。

材料及び方法

(1)1回 目の調査(春作)

タネイモは出島と男爵の 2品種を供試し、出島を15g未 満、15g以 上30g未 満、30g以 上45g未 満

および45g以 上の 4区 、また、男爵を 2つ割 りと3つ 害」りの 2区 に区分けした。 2月 7日 に
これらを

こ号畑に処理区ごとに 1列ずつ定植した。植付け前に多木尿素苦卦1硫化燐安555を10a当
た り60kg作

条施肥し、以後の管理は憤行農法によって行った。収穫は 6月 7日 に耕運機にイ
モ掘機をつけて列単

位で行った。計量は 6月 11日に行い、食用ジャガイモの規格である30g以 上70g未 満
のS区 、70g以

J二120g未 満のM区 、120 g tt L190 g未満のL区 、190g以 上260g未 満の 2L区 および260g以 上1の
3

L区 、さらにS未 満区(30g未 満)、機械的傷害や病虫害により商品にならない規格外区
の 7区 に分類

した後、各区毎の個数を数えた。

(2)2回 目の調査(秋作)

タネイモは購入した男爵を使用し、30g以 |二45g未 満、45g以 上60g未 満、60g以 上75g未 満、
75

g tt L90 g未満、90g以 上105g未 満の5 LXに分けた。 9月 14日にこれらを三号畑
に処理区ごとに 3

反復のラテン区画法で定植した。 1区 画にタネイモは 8個植えた。梅付け前
に多木尿系吉 L硫化燐安
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555を10a当たり90地作条施肥し以後の管理は 1回 日と1司様に慣行農法によって行った。収穫は12月

11日に行った。 111J日の反省から機械的傷害を出さないように掘 り取 りには欽を使った。計量は12月

19日に行い、ジャガイモ個々の重さを主った後、 1回 日と同様に規格にあわせてS未 満区、S区 、M

区、L区 、 2L区 および 3L区 の 6区に分類し、個数を数えた。

結果及び考察

奉作の調査結果を第 1、 2図 に示している。出島について、タネイその大きさの違いが収獲イモ数

に及ぼす影響を見ると、タネイモ15g未満の区で数が最も少なく、45g以上の区で最も多かった(第

1図)。タネイモ15～30g区 と30～45g区 の問には収種イモの総数にほとんど差が見られなかった。

また、収穫イモの階級毎の個数を比校すると、まずS未 満(30g未満)の イモ数ではタネイモの大きさ

が大きいほど多くなる傾向が見られた。次に、S(30～70g)で はタネイモ30～45g区 で最も多かっ

た。M(70～ 120g)、L(120～190g)で はタネイモ45g以 上の区が最も多かった。 2L(190～ 260g)

はタネイモ15～30g区 、45g区 で多かった。 3L(260g以 上)は タネイモの大きさが
一番小さい15g

未満の区で最も数が多かった。いっぽう、規格外品の数は15～30g区 と30～45g区 で他の区に比べて

多かったが、その原因についてははっきりしない。規格外を除いた収穫物の各階級別のイモの割合を

見ると、タネイモの大きさが小さくなるにつれて 3Lの 占める割合が高くなった(第2図)。また、S

未満とSを 合わせた者」合はタネイモ30～45g区 で最も高くなった。男爵でタネイモを 2つ と 3つ に

割って収量に及ぼす効果を調査したところ、害Jる数による総収穫イモ数への影響はほとんどなかっ

た。しかし、タネイモを 3つ割りした区の方が 2つ割りにした区に比べて30g未 満のイモの数が多

く、逆に 2L、 3Lは 2つ害」り区の方が多かった(第1図)。いっぼう、M、 Lに は両区の間に大きな

連いは見られなかった。
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第 1図 奉 作における出島及び男爵の

タネイモ大きさが収穫イモの

階級別llBl数に及ぼす影響

第 2図  春 作における出島及び男爵の

タネイモ大きさが収穫イモの

階級別分布割合に及ぼす影響

秋作の男爵について調査した結果は第 3、 4、 5図 に示すとおりである。総収穫イモ数でみると、

タネイモの大きさが大きくなるにつれて増加するが、タネイモ60～75g豚:で最高値に達し、それ以上

タネイモが大きくなっても総数は増えないようであった(第3図)。それぞれ階級毎の占める害」合は、

タネイモの大きさの違いによって大きな違いは見られなかった(第 4図 )。 し かしながら、総重量で
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は、タネイモが大きくなるにしたがって、増加する傾向を示した(第5図)っ秋作の男爵ではタネイモ

が小さくなるにつれて 3Lの 占めるやf」合が大きくなる傾向は兄られなかった。秋作の場合にはタネイ

モの技小区が30～4 5 g区で、これよりさらに小さな区についても調査すれば、不作の出するでみられた

ような傾向がイ撃られるのかも知れない。
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第 3図 秋 作における男爵のタネイモの

大きさが収穫イその階級別lhl数

に及ぼす影響

第 4図 秋 作における夕j爵のタネイモの

大きさが収桂イモの階級別分lj
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第 5図 秋 作における男爵のタネイモの大きさが

取穫イモの階級別玉主に及ぼす影響

以上の結果から、本農易でジャガイモを栽培する場合、タネイモの大きさは収革:に大きな影響を及

ぼす事が明らかになった。古円(1979)3)はタネイその大きさが25～60gで あれば収監に影響はな
いと

述べているが、これには寒冷地か暖地かといった栽特環境の違いや湿f梅の連い等が関係して
いるのか

も知れない。 したがって、50g以 下のタネイモを利用する事は収社面から見る限り得策ではな
いと考

えられる。

春作及び秋作のジャガイモでタネイモの大きさが収主に及ぼす影響に
ついて調査した。50g以 下の

タネイモ(lTr柾;出島)を 利用した本作の場合、タネイモが大きくなるにしたがって総収桂イ
モ数は

多くなった。しかしながら、タネイモが小さくなるほど260g以上の 3Lの 作」合は多くなった。男爵
を

要摘
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用いて、タネイモを 3つ告」りと2つ割りにした区を設けたところ、 3つ 骨」りにした区で、小さなイモ

の告1合が高く、 2つ を1りにした区で逆に大きなイモの割合が高かった。秋作では30～105gの タネイ

モ(占1告種 ;男爵)を 利用したが、タネイその大きさが大きくなるにつれて、収穫イモの総重量は大きく

なった。 しかしながら、総数はタネイモが60～70g区 でピークに達してそれ以上は増えなかった。秋

作の易合はタネイモの大きさの違いによる収穫物の階級州分布青」合には大きな違いは児られなかっ

た。したがって、50g以 下のタネイモを利用することは収量面からみて得策でないと考えられる。
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S u m r n a r y

ヽヽ/c investigated the effect Of sizes of seed tubers on yield in the spring and autumn crops of

potato(Sο!αれ切772ケ″あθ″οs″物 L)In the case of spring crOps(cV Dejima), in which seed tubers

under 50g were emp10yed, the tOtai nunnber of harvested potatOcs increased 、vith increasing sizes

of seed tubers However, the percentage of 3L―SiZed(over 2608)pOtatoes increased with decreasing

sizes oF seed tubers When tubers oF cv Danshaku that 科′ere cut into 2 or 3 parts 、vere used,

the 1/2 cut tubers tended to produce large sized potatoes whle the 1/3 cut tubers smali sized

oncs Furthermore,the autumn crops(cv Danshaku),in Which 30-105g tubers were used,alsO

revealed that the larger the sizes of seed tubers, the greater the total weight of harvested

potatoes But the tOtai number of harvested potatoes leveled Off at 60--75g seed ttlbers There

、vas little difference in the percentages of each class of harvested potatoes as affected by

different sizes of seed tubers Therefbre, although it may be a good chOice from an econorllical

point of view to employ seed tubers under 50g, vげ hich are out of grade, these tubers are not

prolific
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